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実行体制について
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実行体制について（理想状態）
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観光地経営を地域全体で考える体制

地域一体となった観光振興

観光地経営の中心的な組織

南魚沼市観光協会
（地域DMO）

・観光地経営マネジメント
・関係者への合意形成
・地域プロモーション

商工観光課（行政）
・戦略の策定
・受け入れ体制づくり
・インフラ整備
・広域連携

密接に協力

飲食事業者
・「地域食」の提供

旅行事業者
・旅行商品の企画販売

宿泊事業者
・観光客の宿泊受入れ
・宿泊データの提供

交通事業者
・地域内の移動手段の提供

観光関連団体
・観光ガイド
・山岳救助隊
・自転車組合
・観光資源の研究、利活用
・各種イベントの実施

農林水産事業者
・特産品の付加価値向上
・ツアー、体験コンテンツの造成

商工会
・市内事業者間の連携
・市内イベントを通じた賑わい創出

金融機関
・資金融資

関係市町村連携
新潟県・県観光協会
友好都市・関係自治体

雪国観光圏・そのほか協議会等

情報共有・連携・相互交流

酒類製造事業者
・日本酒を中心とした特産品の
生産、販売

索道事業者
・スキー場を中心とした運営
・スキー場協議会

まちづくり推進機構
・各種イベントの実施
・起業創業支援
・市内雇用の充実化

クリエイター団体
・市内の映像制作
・メディア制作 等

観光施設管理者
・観光入込客数の提供
・各種イベントの実施
・観光客の受入れ

教育関連団体
国際大学・北里大学
愛・南魚沼みらい塾 等

市民
・観光施策に対する理解
・市の魅力発信

地区別観光協会
・連絡調整



実行体制について（実態）

55

✓ 月1回の定例戦略ミーティングで各事業の進捗管理

✓ プロモーション事業の推進

✓ 観光地経営の基盤整備の推進

✓ 観光関連部会の運営

✓ 情報共有 等

南魚沼市観光協会：3人（事務局長不在、正職員は5人）
南魚沼市 ：4人（施設管理担当を含めると8人）

主な業務

プロモーション
実働に関しては

合計7人



観光データの選定と収集について
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戦略推進スケジュール（案）

前期（体制づくり）
令和6年度～令和8年度 中期（実行）

令和9年度～令和10年度

後期（実現）
令和11年度～令和15年度

令和6年度 令和7年度

推
進
体
制

重
点
戦
略
の
推
進

令和8年度

基
盤
整
備

収集するデータの検討

データの蓄積・データマーケティングの推進・顧客データの地域還元

各種データ・統計調査の見直し

データの可視化 ダッシュボードの活用

観光戦略の策定

戦略推進体制の検討 推進体制の設立

戦略本部（仮称）の設立 戦略本部（仮称）の見直し、メンバーの再編成

戦略推進チーム（仮称）の設立 事業推進チーム（仮称）の見直し、メンバーの再編成

事業の進捗状況・社会的な影響も鑑みて検討、推進

重点戦略の決定

①超左脳的プロモーション戦略

②日本一の美食の街ブランディング戦略

③来る人も受入れる人も、安心して過ごせる環境整備戦略

1⃣デジタルプロモーションの推進（要伴走）

重点戦略の推進

1⃣デジタルプロモーションの推進（自走）

2⃣プロモーション手法の再検討（情報集約・一元化）

3⃣質よりも量で届けるプロモーションの推進

重点事業の検討・実行・見直し

1⃣ブランドイメージの構築

2⃣フードツーリズムの推進

1⃣インバウンド推進

2⃣二次交通の整備・推進

3⃣宿泊施設の再整備

4⃣観光人材育成・確保



基盤整備について

88

事業の推進基盤として、客観的なファクトをもとにした意思決定（※EBPM）を推進

観光マーケティングにおける統計データ一覧

・来訪者データ ・・・ 来訪地/同行者数/消費額

・観光入込データ ・・・ 来訪地/発地/属性/周遊

・宿泊客数データ ・・・ 宿泊客数の実数把握

・公式サイトデータ ・・・ ユーザー推移

・各種SNSデータ ・・・ ユーザー推移

※内閣府HPより抜粋
EBPM（エビデンス・ベースト・ポリシー・メイキング。証拠に基づく政策立案）とは、政策の企画をその場限りの
エピソードに頼るのではなく、政策目的を明確化したうえで合理的根拠（エビデンス）に基づくものとすることです。
政策効果の測定に重要な関連を持つ情報や統計等のデータを活用したEBPMの推進は、政策の有効性を高め、
国民の行政への信頼確保に資するものです。

顧客データを知ることで

費用対効果の高い
事業展開が可能となる。



事業概要

来訪者データ ①来訪者アンケート：南魚沼市・南魚沼市観光協会

9

来訪者の実態を知るために令和3年度から実施。

マーケティング施策や観光戦略に活用できるように令和5年度か
らは設問を増やし、顧客データを集積している。

・名称

「南魚沼市来訪者アンケート」

・配布場所

市内観光施設や宿泊施設にてPOPで案内

・活用方法

ターゲット選定や新規事業実施に向けた南魚沼地域の

ミクロデータとして収集



事業概要

観光入込データ ①観光動態調査：南魚沼市

10
平成元年～市内観光施設等での定点観測

月別別観光入込客数

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

平成25年
2013年

476,700 546,570 505,420 101,110 181,810 175,020 282,250 309,890 160,030 358,900 219,530 219,880 3,537,110 

平成26年
2014年

502,380 518,510 568,870 153,520 218,930 191,490 303,930 340,590 209,550 345,880 307,509 238,270 3,899,429 

平成27年
2015年

518,210 555,980 547,880 147,430 209,280 173,140 316,240 371,200 212,560 360,000 218,902 163,350 3,794,172 

平成28年
2016年

495,800 561,000 492,150 159,390 204,590 179,390 310,020 353,920 200,920 291,390 213,870 194,480 3,656,920 

平成29年
2017年

468,800 570,660 464,400 161,020 214,950 175,350 276,850 317,345 195,045 299,100 200,060 201,940 3,545,520 

平成30年
2018年

501,640 583,340 560,840 165,950 195,930 184,680 322,040 339,400 206,700 313,230 203,030 204,430 3,781,210 

令和元年
2019年

542,120 592,760 551,920 178,330 219,480 175,540 403,050 333,860 210,390 239,740 221,350 103,470 3,772,010 

令和2年
2020年

362,450 534,580 154,750 34,750 29,280 75,530 109,240 167,220 147,800 197,530 157,600 133,980 2,104,710 

令和3年
2021年

220,600 295,930 273,980 71,570 81,310 63,860 99,250 123,340 91,690 154,520 117,220 143,960 1,737,230 

令和4年
2022年

364,960 356,120 332,030 110,680 128,900 91,980 138,180 195,990 117,260 207,210 126,760 138,720 2,308,790 

令和5年
2023年

426,090 486,380 492,120 116,730 160,230 109,640 239,090 256,470 166,090 246,930 160,560 152,710 3,013,040 

令和6年
2024年

399,410 490,360 434,910 141,770 149,350 123,050 1,738,850 

出典
新潟県観光入込客統計調
査

選定した観光施設からまとめて一元
化することで、統計を把握している。顧
客属性はなく、単純な数値のみの把
握をしている。

・名称

「南魚沼市観光動態調査」

・活用方法

統計を把握することでとどまっており、
分析データではならないため、観光施
策の展開にはつながっていない。

・手法

観光施設から四半期ごとに報告
（FAXが中心）



事業概要

観光入込データ ②人流分析ツール：南魚沼市・南魚沼市観光協会

11検討・・・R5～ / 導入・・・R7予定

南魚沼市に来訪した人の動
きの可視化をするダッシュボード
サービス。季節ごとの人の流れ
や統計データから施策の展開ま
で可能となる。

・検討サービス名

「おでかけウォッチャー」

・活用方法

「①観光動態調査」のDX化
や、地域事業者がイベント実施
の際の広告設定など様々な観
光施策に活用。

地域還元の方法も検討中。



事業概要

宿泊客数データ ①宿泊調査：南魚沼市観光協会
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各宿泊事業者で取りまとめた自施設の宿
泊者数をまとめて一元化することで、全体・
エリア別で統計を把握している。インバウンド
旅行客数も把握している（属性は把握で
きていない）

・名称

「南魚沼市宿泊調査」

・活用方法

統計を把握することでとどまっており、分析
データではならないため、観光施策の展開
にはつながっていない。

・手法

宿泊施設から毎月報告（FAXが中心）



事業概要

宿泊客数データ ②宿泊DXシステム：新潟県観光協会

13導入・・・R6トライアル、R7本格導入予定

宿泊施設の利用者を一元管理するシス
テムサービス。ダッシュボード形式で自施設
を全体と比較

・サービス名

「宿泊DXシステム」

・活用方法

宿泊事業者の宿泊予約のデジタル・DX
化。地域全体の宿泊施設と自施設の比較
が可能に。

ビッグデータ化することで宿泊予測をするこ
とができ、従業員数や販売プランの見直し
なども可能となる。



事業概要

公式サイトデータ・SNSデータ
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公式HP「えちご南魚沼いいと
こ自慢」サイトの運営によるアク
セス解析を実施。ページ設計を
もとに、顧客視点のサイト構成
する。データの活用まではできて
いない。

公式SNS「（一社）南魚沼
市観光協会」の運用。更新作
業まで手が回っていないため、
データの活用まではできていな
い。



観光データの一元化について
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理想的な地域経営の状態
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③ 観光戦略策定

④戦術（事業）展開

⑤管理・見直し

持続・発展し続ける南魚沼市

南魚沼市の観光について現状を把握

仮設の設定

目的を設定し、ゴールを明確化する

戦略策定による効率的に収益を最大化する地域経営

戦略をより具体化させた戦術（事業）展開

戦術（事業）の見直し・磨き上げ

①現状把握

②ゴールの明確化

動向調査・

データ収集

市場リサーチ・

分析
課題の抽出

KPIの設定 理想のビジョン 他との差別化 選ばれる観光地

役割の明確化 理想状態の共通認識 観光の方向性 アクションプラン

マーケットイン ターゲット 4P戦略 差別化・独自性

PDCA コスト管理 DX・効率・生産性 事業の廃止・推進



事業概要

観光データの一元化について

17

南魚沼市版
DMP

南魚沼市版DMP（データマーケティングプラットフォーム）
を作成し、取りまとめた観光データ（P9～P14）を一元管
理する。管理担当者がデータを取りまとめ、各担当者が活
用する。

・名称

「南魚沼市版DMP（仮称）」

・活用方法

マーケティングに必要なデータを収集・集積することで事業
担当者はDMP（ダッシュボード）を見て広告配信先や、リ
アルタイムでのマーケティング施策をすることが可能となる。

※DMP作成後の活用が重要であるが、地域でデータの
重要性といった統一した認識が必要。

観光地経営の基盤
※活用するための運用体制は必要

STEP1
データの
選定と収集

STEP2
DMP導入

STEP3
事業へ活用



南魚沼市・南魚沼市観光協会の事業紹介について
~①超左脳的プロモーション戦略~

18
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課題をもとに検討を推進したい項目（案）

①超左脳的プロモーション戦略 ③観光客も市民も、安心して過ご
せる環境整備戦略

②日本一の美食の街ブランディング
戦略

1⃣デジタルプロモーションの推進

・戦略的なSNSの活用

2⃣プロモーション手法の再検討

・観光情報発信・収集の一元化

・漏れ、ダブりのない地域情報の発信

3⃣質よりも量で届けるプロモーション

・市内事業者・市民を巻き込んだ南魚沼
観光の魅力発信、創出

1⃣ブランドイメージの構築

・地域食の磨き上げによる日本一の食のま
ちブランディング

2⃣フードツーリズムの推進

・南魚沼産食材の地産地消の推進・強化

・飲食店の担い手確保

・新規参入飲食店の創出

・「南魚沼の食」のシビックプライド向上

・着地型観光となる食による体験活動の
充実化

1⃣インバウンド推進

・多言語案内やサインの統一により滞在満
足度を向上する基盤整備

・新潟県や、近隣連絡協議会との広域連
携

2⃣二次交通の整備・推進

・観光MaaS等を活用した市内滞在周遊
の移動支援の向上

3⃣宿泊施設の再整備

・受入施設の滞在満足度向上化を狙った
施策を展開

4⃣観光人材育成・確保

・次世代の観光を担う人材の育成

今までの経験と勘によるプロモーションではなく、「顧客ベネ
フィット」を基軸とした論理的分析による観光プロモーション
を推進する。手法としては、来訪者の顧客データを活用し
たデータマーケティングを誘客の基盤とし、来訪者情報の取
得・数値化し、統計データのダッシュボード化により、顧客
情報を地域還元する。

スぺイン サンセバスチャンのような「地域の食」を通じた日本
一のローカルガストロノミーを目指し、南魚沼といえば「食の
街」として認知されるよう取組を推進する。また、「南魚沼の
食」を旅行の目的として来訪してもらえるよう、地域一体で
のブランドイメージ構築と、「食」を食べるだけでなく「楽しむ」
というエンターテインメントにまで昇華する取り組みを推進す
る。

国内、国外を問わず南魚沼市に訪れる人が安心安全に
楽しめるよう受入環境整備を整える。また、持続可能な地
域づくりへの貢献にも柔軟に対応していく必要があり、来訪
者だけでなく、地域住民や事業者、地域として来訪者を受
入れる体制づくりも同時に推進する。



事業概要

事業効果

20

公式ウェブサイトのリニューアル：南魚沼市・南魚沼市観光協会

✓ 観光情報発信の一元化（漏れダブりのない情報発信）

✓ ユーザー視点での情報の発信/サイト構成

●リニューアル目的

・観光情報発信の一元化

・漏れダブりのない情報発信

・事業者も観光客も情報収集

●事業対象者

・市内観光事業者（BtoB）

・一般観光客（BtoC）

●実施内容

現状の課題整理、アクセス解析を
もとに、令和7年4月運用開始予
定。



事業概要

事業効果
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公式Instagramリニューアル：南魚沼市観光協会

✓ SNSプロモーション発信の体制・仕組みづくりの整備

✓ タビマエ・タビナカでの観光情報の取得

●リニューアル目的

・情報発信力の向上

・顧客接点増加によるコミュニケーションの
促進

●事業対象者

・一般観光客（BtoC）

●実施内容

デジタルプロモーションの一環として、「ぬま
めん」「北里大学」連携の下、実施。

令和7年1月から試験的に投稿開始予
定。

×



事業概要

事業効果

22

JRエキナカ広告の掲示

✓ 「南魚沼市」の認知度獲得、来訪促進

✓ 南魚沼市が推進する「食のブランディング」の訴求

●目的

・南魚沼市のグリーンシーズンの
魅力を国内外の観光客に伝える

●事業対象者

・一般観光客（BtoC）

●実施内容

・視覚情報の高い写真に加え、
冬季観光客の往来の多い駅中
に広告として、JR六日町駅、浦
佐駅、越後湯沢駅に掲示。



南魚沼市・南魚沼市観光協会の事業紹介について
~②日本一の美食の街ブランディング戦略~

23
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課題をもとに検討を推進したい項目（案）

①超左脳的プロモーション戦略 ③観光客も市民も、安心して過ご
せる環境整備戦略

②日本一の美食の街ブランディング
戦略

1⃣デジタルプロモーションの推進

・戦略的なSNSの活用

2⃣プロモーション手法の再検討

・観光情報発信・収集の一元化

・漏れ、ダブりのない地域情報の発信

3⃣質よりも量で届けるプロモーション

・市内事業者・市民を巻き込んだ南魚沼
観光の魅力発信、創出

1⃣ブランドイメージの構築

・地域食の磨き上げによる日本一の食のま
ちブランディング

2⃣フードツーリズムの推進

・南魚沼産食材の地産地消の推進・強化

・飲食店の担い手確保

・新規参入飲食店の創出

・「南魚沼の食」のシビックプライド向上

・着地型観光となる食による体験活動の
充実化

1⃣インバウンド推進

・多言語案内やサインの統一により滞在満
足度を向上する基盤整備

・新潟県や、近隣連絡協議会との広域連
携

2⃣二次交通の整備・推進

・観光MaaS等を活用した市内滞在周遊
の移動支援の向上

3⃣宿泊施設の再整備

・受入施設の滞在満足度向上化を狙った
施策を展開

4⃣観光人材育成・確保

・次世代の観光を担う人材の育成

今までの経験と勘によるプロモーションではなく、「顧客ベネ
フィット」を基軸とした論理的分析による観光プロモーション
を推進する。手法としては、来訪者の顧客データを活用し
たデータマーケティングを誘客の基盤とし、来訪者情報の取
得・数値化し、統計データのダッシュボード化により、顧客
情報を地域還元する。

スぺイン サンセバスチャンのような「地域の食」を通じた日本
一のローカルガストロノミーを目指し、南魚沼といえば「食の
街」として認知されるよう取組を推進する。また、「南魚沼の
食」を旅行の目的として来訪してもらえるよう、地域一体で
のブランドイメージ構築と、「食」を食べるだけでなく「楽しむ」
というエンターテインメントにまで昇華する取り組みを推進す
る。

国内、国外を問わず南魚沼市に訪れる人が安心安全に
楽しめるよう受入環境整備を整える。また、持続可能な地
域づくりへの貢献にも柔軟に対応していく必要があり、来訪
者だけでなく、地域住民や事業者、地域として来訪者を受
入れる体制づくりも同時に推進する。



事業概要

事業効果
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地域の食文化推進事業：南魚沼市

✓ 雪国の食文化に対する価値の認識や、機運醸成の促進

✓ 地域食の観光コンテンツ造成

●目的

・南魚沼食文化研究会や、関連
事業者と協同し、地元食文化の
研究等を進め、地元独自の食文
化の素晴らしさを市民に再認識し
てもらう。

●事業対象者

・市民（BtoC）

●実施内容

・トークイベントの開催

・地域食に関する調査



事業概要

事業効果
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本気丼キャンペーンの開催：南魚沼市・南魚沼市観光協会

✓ グリーンシーズン観光のキラーコンテンツ化（45万食！売上累計5.8億円達成！）

✓ 食の街の定着化

●目的

・グリーンシーズン観光の推進

・南魚沼産コシの消費量、ブラン
ド力向上

●事業対象者

・市内観光事業者（BtoB）

・観光客（BtoC）

●実施内容

・SNSキャンペーン

・消費実態アンケート 等

アンケート
抜粋



事業概要

事業効果
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飲食店受入れ状況調査：南魚沼市

✓ 受入れ可能店舗のリスト化

✓ 課題の可視化により支援事業化

●目的

・市内の飲食店に対して、混雑状
況や現在抱えている課題などをヒア
リングし、今後の事業を検討するた
めの現状把握・課題の抽出を行
う。

●事業対象者

・市内観光事業者（BtoB）

●実施内容

・GS/WSの平日・休日受け入れ
状況の確認

・インバウンドの受入体制について

・現状の課題について 等



南魚沼市・南魚沼市観光協会の事業紹介について
~③観光客も市民も、安心して過ごせる環境整備戦略~

28
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課題をもとに検討を推進したい項目（案）

①超左脳的プロモーション戦略 ③観光客も市民も、安心して過ご
せる環境整備戦略

②日本一の美食の街ブランディング
戦略

1⃣デジタルプロモーションの推進

・戦略的なSNSの活用

2⃣プロモーション手法の再検討

・観光情報発信・収集の一元化

・漏れ、ダブりのない地域情報の発信

3⃣質よりも量で届けるプロモーション

・市内事業者・市民を巻き込んだ南魚沼
観光の魅力発信、創出

1⃣ブランドイメージの構築

・地域食の磨き上げによる日本一の食のま
ちブランディング

2⃣フードツーリズムの推進

・南魚沼産食材の地産地消の推進・強化

・飲食店の担い手確保

・新規参入飲食店の創出

・「南魚沼の食」のシビックプライド向上

・着地型観光となる食による体験活動の
充実化

1⃣インバウンド推進

・多言語案内やサインの統一により滞在満
足度を向上する基盤整備

・新潟県や、近隣連絡協議会との広域連
携

2⃣二次交通の整備・推進

・観光MaaS等を活用した市内滞在周遊
の移動支援の向上

3⃣宿泊施設の再整備

・受入施設の滞在満足度向上化を狙った
施策を展開

4⃣観光人材育成・確保

・次世代の観光を担う人材の育成

今までの経験と勘によるプロモーションではなく、「顧客ベネ
フィット」を基軸とした論理的分析による観光プロモーション
を推進する。手法としては、来訪者の顧客データを活用し
たデータマーケティングを誘客の基盤とし、来訪者情報の取
得・数値化し、統計データのダッシュボード化により、顧客
情報を地域還元する。

スぺイン サンセバスチャンのような「地域の食」を通じた日本
一のローカルガストロノミーを目指し、南魚沼といえば「食の
街」として認知されるよう取組を推進する。また、「南魚沼の
食」を旅行の目的として来訪してもらえるよう、地域一体で
のブランドイメージ構築と、「食」を食べるだけでなく「楽しむ」
というエンターテインメントにまで昇華する取り組みを推進す
る。

国内、国外を問わず南魚沼市に訪れる人が安心安全に
楽しめるよう受入環境整備を整える。また、持続可能な地
域づくりへの貢献にも柔軟に対応していく必要があり、来訪
者だけでなく、地域住民や事業者、地域として来訪者を受
入れる体制づくりも同時に推進する。



事業概要

事業効果

30

MEO対策セミナー：南魚沼市

✓ Googleビジネスプロフィール設定の重要性の訴求

✓ 観光関連事業者の求めている支援策の内容確認

●目的

・タビナカでの使用頻度の高い
「GoogleMap」での掲載施設の
検索エンジン最適化を図り、上
位検索表示の必要性を示唆。

●事業対象者

・市内観光事業者（BtoB）

●実施内容

・地域事業者を対象としたセミ
ナーを実施



事業概要

事業効果
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インバウンド受入れ可能飲食店とりまとめ（R6冬季）：南魚沼市

✓ 想定：QRコードを読み込んでもらうことで、行きたい飲食店を見つけ、ルート検索まで自分でできる

✓ Googleマップはユーザーの登録言語によって、自動的に翻訳されるため、多言語のサイトを用意する必要がない

●目的

・湯沢駅で夕食難民の旅行者を
南魚沼市へ誘客

●事業対象者

・市内観光事業者及び観光客
（BtoB/C）

●実施内容

・湯沢町と連携し、宿泊施設等に
QRコードを掲示。南魚沼市内への
誘導を促す。

・店舗をGoogleマイマップに落とし
込み湯沢町から誘導。自動翻訳。 令和6年12月からトライアル開始



事業概要

事業効果
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夏季合宿誘致支援：南魚沼市観光協会

✓ コロナ禍前から半分以下に落ち込んだ合宿受入れをほぼコロナ禍前の水準まで回復

✓ 本支援をキッカケとして、新規顧客の受入れにも成功

●目的

・新型コロナウィルスで大打撃を
受けた夏合宿の回復

●事業対象者

・市内宿泊施設・学校や団体
（BtoB）

・一般（BtoC）合宿利用者

●実施内容

・合宿で使用する市有施設の施
設使用料を全額補助すること
で、市内での夏季合宿開催を支
援し、市内観光業の復興支援と
市内経済の活性化を図った。

施設の充実度からテニス・野球利用が多いが、

バスケやバレーといった館内競技など多種目にわたる。



事業概要

事業効果
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観光事業補助金：南魚沼市

✓ イニシャルコストの支援によりイベントの自走化

✓ グリーンシーズン観光の誘客促進

●目的

・市内開催イベントや、各種整備
事業に関する金銭的補助によ
り、観光コンテンツ造成

●事業対象者

・市内観光事業者（BtoB）

●実施内容

・イベント開催に関わる補助

・対象イベントのPR等支援



事業概要

事業効果
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道の駅南魚沼（今泉記念館）の集客化・滞在コンテンツ造成：南魚沼市観光協会

✓ 観光動向の経由地ではなく、目的地化による滞在時間の延長と消費額の拡大（直売所含む）

✓ 市内、近隣住民のリピーター化と観光客との交流人口の拡大。口コミの拡散

●目的

・顧客とのコミュニケーションによるファン化

・旅行先の目的地化

●事業対象者

・一般観光客（BtoC）

・地元、近隣住民

●実施内容

・観光案内所（今泉記念館）で、子ども向け遊
具の貸出しを実施（ターゲットの先鋭化）するこ
とで、市内はもちろん、市県外のファミリー層の取り
込みを行う。

観光協会管理地の様子



事業概要

事業効果
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レンタサイクル：南魚沼市・南魚沼市観光協会

✓ 駅からの二次交通解消（特に浦佐駅では地域公共交通が減便に伴い、利用者増加）

✓ グリーンシーズン観光の誘客促進

✓ 滞在時間の延長と消費額の拡大

●目的

・駅からの二次交通整備

・GSの観光コンテンツ

●事業対象者

一般観光客（BtoC）

●実施内容

六日町駅及び浦佐駅からのレン
タサイクル（里山ミニクル）を実
施。 令和元年度開始。

年間利用者数は増加傾向。



事業概要

事業効果
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先進地視察（岐阜県下呂市・長野県白馬村）

✓ データマーケティングの基盤整備の意識醸成 ⇒ データマーケティングの推進

✓ 観光戦略の必要性 ⇒ 令和6年度観光戦略策定の事業化

●目的

・先進観光地の事例

●事業対象者

・市内観光事業者及び観光客
（BtoB/C）

●実施内容

下呂市：下呂市観光協会 瀧会長
（水明館社長）より、データを活用し
た意思決定の推進事例について聞き
取り

白馬村：白馬村観光局 福島局長よ
り、観光戦略の重要性について聞き取
り。地域の方向性をずらさず、共通目
標とするために機能している。


